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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

2021年12月20日

 

（２）当該事象の内容

① 特別損失(のれんの減損損失)の計上

株式会社カイカエクスチェンジ(旧商号：株式会社Zaif、以下「カイカエクスチェンジ」といいます。)において、

当初予定していた事業計画に対して、実績値が計画を下回っており、再度事業計画を見直した結果、当社は2021年10

月期第４四半期連結会計期間において追加の減損損失を計上いたしました。

② 特別損失(固定資産の減損損失)の計上

カイカ証券株式会社(旧商号：eワラント証券株式会社、以下「カイカ証券」といいます。)、EWARRANT FUND LTD.、

EWARRANT INTERNATIONAL LTD.の継続的な業績の悪化に伴い、帳簿価額の全額を回収見込みがないと評価した結果、カ

イカ証券の固定資産の減損損失を計上いたしました。

③ 特別損失(投資有価証券評価損)の計上

カイカ証券が保有する投資有価証券について、財政状態や今後の見通しについて判定を行った結果等により、2021

年10月期第４四半期連結会計期間において、投資有価証券評価損を特別損失に計上いたしました。

④ 特別損失(関係会社株式評価損)の計上

株式会社カイカエクスチェンジホールディングス(旧商号：株式会社Zaif Holdings、以下「カイカエクスチェンジ

ホールディングス」といいます。)株式において、カイカエクスチェンジホールディングス、カイカエクスチェンジ、

株式会社カイカキャピタル(旧商号：株式会社Zaif Capital)３社の当初予定していた事業計画に対して、実績値が計

画を下回っており、再度事業計画を見直した結果、関係会社株式評価損を特別損失に計上いたしました。また、カイ

カ証券、EWARRANT FUND LTD.、EWARRANT INTERNATIONAL LTD.株式において、継続的な業績の悪化に伴い、帳簿価額に

対する実質価値が低下し、回復可能性を検討した結果、当該株式について減損処理を行い、関係会社株式評価損を計

上いたしました。

⑤ 特別損失(貸倒引当金繰入額)の計上

EWARRANT INTERNATIONAL LTD.の財務内容及び今後の業績見直し等を検討した結果、貸倒引当金繰入額を計上いたし

ました。

 

（３）当該事象の損益に与える影響額

[個別]

関係会社株式評価損：　2,876百万円

貸倒引当金繰入額：　 　300百万円

 
[連結]

減損損失：　　　　　 　 245百万円

投資有価証券評価損：　　151百万円

 
なお、個別決算で計上される関係会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額は、連結決算において相殺消去されるた

め、連結損益に与える影響はありません。
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